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を論じた。大正 8 年（ 1919）に焼失した前身ニシン番屋に関わる古写真・文献史
料を検討し、屋根型は異なるものの前身ニシン番屋と現存する再建番屋に共通点
が多く見られること、再建番屋の網元居住部に庄内地方民家の平面形が見られる
ことを明らかにした。また番屋近くに大正時代に建設された青山家別邸は、庄内
地方出身でありながら北海道ニシン漁場に定住した青山家二代目が建設したもの
であるが、平面形や空間構成に庄内地方民家の特徴が良く現れていることを指摘
し、その要因を庄内に隠居した初代当主に対し、北海道ニシン漁場に定住した二
代目が自邸に庄内的世界を再現したもの、と推測した。  
第３部の第１章では、庄内地方民家において中心的位置を占める広間のチャノ
マが、祭祀に関わってどのような使い方をされ、家の中で歴史的にどのような存
在意義があったのかを、復原的に考察したものである。黒川能王祇祭や庚申講が
チャノマで行われることに注目し、部屋の用い方を検討した。これら祭祀におけ
る用い方と、調査遺構の禁忌の事例から、チャノマ上手隅が上位空間として意識
されていることを明らかにした。榊原家のチャノマを狭くする改造をもとに、か
つては祭礼や家や村の重要な行事がチャノマで営まれていたものの、使用法が変
化しチャノマの重要性が減退したことを推測し、禁忌の事例はかつての使用法の
遺存であると考えた。  
第３部の第２章では、大地主本間家の田畑管理人であった「代家・支配人」の
住宅について、復原調査と史料の検討をもとに、近代豪農経営を支えたその建築
について特徴を論じた。代家・支配人であった土門家と志田家の復原調査によっ
て、かつては座敷正面側の玄関脇に湯殿があったことを指摘した。続いて荘司家
に残る建物と家相図をもとに、代家住宅の明治時代後期における建て替え過程を
検討した。建て替えによっても平面形は良く継承されており、接客空間が充実し
ていること、しかし造りとしては簡素であることを指摘した。座敷の充実や湯殿
の存在は、稲の作柄を検査するために代家・支配人の家に来る、本間家検見人を
接待するための設えであったことを明らかにした。  
 
■結  
 本研究では庄内地方を対象として、フィールドワークの過程から生じた多様な
テーマを、個々に実証していくことで、復原的な史観をベースとしながら、結果
として民家の総体を捉えようとした。民家研究の基本はモノ学である。民家が着
実に数を減らしている状況下にあって、研究者の社会的な働きかけもまた重要な
責務である。最終的には、民家をめぐる保存と活用に、どのように学問として貢
献ができるかが、民家史研究者にとって今後も大きな課題となろう。  
